
まちの話題

1212
2317 農業企業参入協定式「人権の花」運動修了式

代表取締役社長の栗原光博さん（左から２番目）取り組み発表と歌「世界に一つだけの花」を披露しました

　九重町と株式会社栗
くりはら
原ねぎの参入協定締結式が九重

町役場で行われました。
　この協定は町と参入企業が連携し、地域農業の発展に
貢献することを目的として締結されたものです。
　同社は長崎県雲仙市で主にねぎの生産、出荷・販売
を行っており、夏の九重町飯田地区の気温がねぎの生育
に適していることから、生産性向上を目指し、参入となり
ました。
　代表取締役社長の栗

くりはら
原光
みつひろ
博さんは「高付加価値化を実

現したい」と意欲を語りました。

　淮園小学校で令和７年度「人権の花」運動の修了式が
行われました。
　取り組み発表では、児童たちが昨年５月に種を植え、育
てる過程で、花に言葉を掛けながら水やりをしたことや、
友だち同士で協力し合ったことを報告しました。また、育
てた花や苗を町内の福祉施設や地域のイベント、学校行
事の来場者に配布し、地域の方 と々交流できたことなどを
振り返りました。
　「人権の花」運動を通じて命の大切さを学び、思いやり
や感謝の心を育てることができました。

　　みつばこども園で5歳児クラスの生活発表会が行われました。この日まで練習してきた歌や合奏、劇など、少し緊張し
た様子を見せながらも一生懸命に保護者の前で披露しました。

12
11 みつばこども園生活発表会

「おおきくなったら」

劇「おともだちになってね」

劇「ももたろう」

ソーラン節
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